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需給逼迫下の食糧価格上昇
～　２０１０～１１収穫年度の穀物生産・在庫は一段の減少へ　～

http://www.jri.co.jp

（１）近年、一次産品価格はドル相場と連動して推移。しかし、2010年10月以降、連動性が後退。
　　ドル相場が安定して推移するなか、一次産品価格が上昇（図表１）。分野別にみると、資源
　　・エネルギーより、砂糖や小麦など食糧品が中心。

（２）主因は次の３点。①ロシアの泥炭火災やオーストラリアの旱魃など天災や天候不順による
　　収量減および、それに伴う生産国の禁輸など輸出規制、②食肉需要の増加に伴う飼肥料穀物
　　需要拡大など新興国の飛躍的成長と所得増加による需要増、③石油価格上昇に伴うエタノー
　　ル需要増。その結果、事態は単なるインフレ問題にとどまらず、チュニジアにみられる通り、
　　政治リスクに拡がる兆し。ちなみに、エジプトなど北アフリカ諸国をはじめ多くの途上国が
　　チュニジアと同様の素地。

（３）今後を展望しても、少なくとも当面、食糧価格の上昇が沈静化する展開は期待薄。生産量
　　が増加に転ずる公算小のため。アメリカ農務省の世界穀物生産予測によると、2008～09収穫
　　年度をピークに09～10年度の生産量が減少（図表２）。さらに10～11年度は消費量が横ばい
　　で推移するものの、生産量が07～08年度まで落ち込む見通し。消費量と生産量との格差は、
　　前回食糧価格が急上昇した07～08年度の前年、06～07年度を凌駕へ。

（４）そうした情勢変化は各国通貨にも波及。対ドル相場をみると、金利格差や成長力格差によ
　　る上昇圧力に加え、オーストラリアや南アフリカ、ブラジルなど、食糧生産国通貨が強含む
　　傾向が看取（図表３）。食糧需給の早期緩和が期待薄ななか、食糧生産国通貨が強含む展開
　　が持続する公算大。

 
（図表１）ドル実効レートとＣＲＢ商品指数 （図表２）世界の穀物生産・消費・在庫量

（図表３）各国の対ドルレート

86

90

94

98

102

106

110

114
200

220

240

260

280

300

320

340

0
9
/
1
/
1

0
9
/
3
/
1

0
9
/
5
/
1

0
9
/
7
/
1

0
9
/
9
/
1

0
9
/
1
1
/
1

1
0
/
1
/
1

1
0
/
3
/
1

1
0
/
5
/
1

1
0
/
7
/
1

1
0
/
9
/
1

1
0
/
1
1
/
1

1
1
/
1
/
1

ドル実効レート（左目盛）
CRB商品指数（右目盛）

(1997年1月=100) (1967年=100)

(年/月/日)(資料) US FRB “Federal Rereserve Bulletin” など

19

20

21

22

23

2
00

4
～

05

05
～

06

06
～

07

07
～

08

08
～

09

09
～

10

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

3

4

5

6

7
生産量（左目盛） 消費量（左目盛）

在庫量（右目盛）
(億トン)

2010～11収穫年度（各月予測）

(資料) USDA “World Agricultural Supply and Demand Estimates”

(億トン)

＜実績＞

80

85

90

95

100

105

豪
ド
ル

南
ア
ラ

ン
ド

ポ
ー
ラ

ン
ド
ズ

ロ
チ

ブ
ラ
ジ

ル
レ
ア
ル

韓
国
ウ

ォ
ン

台
湾
ド
ル

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
ド
ル

円マ
レ
ー
シ
ア
リ

ン
ギ

イ
ギ
リ
ス
ポ

ン
ド

ハ
ン
ガ
リ
ー

フ
ォ
リ
ン

ト

フ

ィ
リ
ピ

ン

ペ
ソ

メ
キ
シ

コ
ペ
ソ

タ
イ
バ
ー

ツ

ユ
ー

ロ

イ

ン
ド
ル
ピ
ー

ロ
シ
ア
ル
ー
ブ
ル

中
国
人
民
元

イ

ン
ド
ネ
シ
ア
ル
ピ
ア

ト
ル

コ
リ
ラ

香
港
ド
ル

サ
ウ
ジ
リ
ア
ル

Ｕ
Ａ
Ｅ
デ

ュ
ル

ハ
ム

ベ
ト
ナ
ム
ド

ン

2010年8月

2011年1月

(2010年5月25日=100)
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